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緒 論

ネマ トールの主成分であるヘノポ ジ油は黎科植物

にぞくするChenopodium ambrosioides Linne var

 anthelminticum A. Gray(ア メ リ カ ・ア リタ草)

とゆう植物の果実をつけた新鮮な全草 を水蒸気で蒸

溜してえられ る揮発油で,ふ るくアメ リカでは本植

物の果実は駆虫の目的に相当ひろ く使用せ られた よ

うであり,ま た南米チ リーでは 消化促進剤,通 経剤

として賞用せ られたともいわれてい る.

このヘノポジ油は現在 では もちろんひろ く世界各

国で駆虫剤として,十 二指腸虫,蛔 虫,蟯 虫の駆除

に効果がきわめて確実 なもの として賞用 されている.

ちなみに,ヘ ノポジ油のおもな薬効成分は約60%の

Ascaridol C10H16O2と 約22%の パ ラ ・チ モ ー ル

(P. Cymol)で ある.

ヘノポヂ油を駆虫のために使用す るときは しばし

ば中毒症状(副 作用)と してMueller1)は その成 書

の中で嘔吐,悪 心,脱 力感,下 痢,頭 痛,耳 鳴,歩

行〓跚,昏 迷,嗜 眠,小 児では筋攣縮,痙 攣,脳 膜

炎症状,聴 力障碍および視力障碍 などをあげ,呼 吸

麻痺の状態で死亡することがあ ると称 している.

Meyer & Gottlieb2)の 成 書 中 では貧血 性素質の

ものが6grの ヘ ノポジ油を摂取 して死亡 した例を報

じ, Schrader3)は4才 の子供 に4日 間 に(中2日 あ

けて)計32滴 与え て死亡 した 例 を報告 し,後 藤 田4)

は薬剤師が任意に医師の処方を変更 してあや まつて

大量のヘノポジ油を調剤投与 し,中 毒死 した47才 の

男子について発表 してい る.

著者らもさいきん後藤田の経験 した例 とよく似た

例(中 毒死例)を 剖検 する機会をえたので,こ こに

報告することにした.

症 例

被害者は22才の未婚 の女子であ るが,十 二指腸虫

症の診断 で近所にすむ同年配の女子 と2人 一緒に某

医院に入院 した.そ してただちに各種の駆虫薬(チ

モール,へ キシール レゾル シン,テ トレンなどを何

日かあいだをおいてはつぎつぎに服用 したが,な お

駆虫が十分でないため,主 治医(院 長)は ネマ トー

ルを処方 した.し か し同院の薬剤師はテ トレン球を

まちがえてネマ トール15球 を投薬 し,下 剤 とともに

患者 らにあたえた ものとお もわれ る.

患者 ら(被 害者およびその友人)は ネマ トール15

球を服用 し,下 剤をのむ ことな く町 に散歩 に出かけ

た.と ころが散歩の途中より,頭 痛,眩 暈,嘔 吐,

悪心な どがつ よいためひきかえした.病 院ではただ

ちに種 々の処置をほ どこしたが, 12～13時 間後に被

害者のみ意識喪失,昏 睡状で死亡 し,友 人は数 日間

の治療ののち,難 聴をの こして,よ うや く恢復 した

ものであ る.

I.肉 眼的所 見

身長157.0cm,体 格普通,栄養はやや不 良(入 院

後の駆虫治療のため?),口 腔 粘 膜下に蚤刺大の溢

血点1個,左 右の上肢に多数の注射針痕 がみ られ る

以外には外表 に記すほどの所見はない.

内景所見のお もなものはつ ぎの とお りである.

a)心 臓は本屍手拳大,心 外膜下には前面に も後

面 にも多数の溢血点がみ られ,心 房,心 室内には暗

赤色流動血を多量いれ,心 壁の厚さ尋常,各 弁膜装

置に異常はない.

b)肺 臓には鬱血および肺水腫の所 見があ り,漿

膜下には粟粒大の溢血点が数個み られ,気 管支分枝

内の粘膜に鬱血がみられ る.

c)肝 臓は表面,断 面 ともやや黄色味をおび,大

さもやや大 であ る.

d)胃 内には帯 黒淡褐色流動性の液質多量をいれ,

内面粘膜 には欠損はないが一般に細血管の充盈がい

ちじるしく,皺 壁の隆起部 には蚤刺大 の溢血点数個
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がみ られ,噴 門部のちか くでは粘膜には血色素が滲

潤 ししい る.

e)十 二指 腸粘膜で も細血管 の充盈がいちじるし

く,ま た粟粒大 の白い顆粒状の隆起が多数み られた

が,小 腸 でもおなじような変 化がみ られた.蛔 虫,

十二指腸虫は肉眼的にはみいだ され なかつた.

f)咽 頭,食 道,胃,小 腸を通じて異様のにおい

を感 じなかっ た.肺 門部の淋巴腺は小豆大に腫大 し

てい るものが数個み られた.

g)脳 には一般にやや鬱血がみ られるほかにはと

くに記すほ どの所見はみ られ なかつた.

II.組 織学 的所見

10%ホ ル マリンで固定 した各臓器について,ヘ マ

トキシ リン ・エ オジン染色,肝 ではさらにズダンIII

染色 をほどこした.

a)心 臓 では筋原線維は明瞭,褐 色色素の形成は

きわめてわ づかなが らみとめ られ,間 質はやや浮腫

状で ある.

b)肺 臓 では,肺 動静脈 の拡張 と充血がつよ く,

胞隔毛細血管腔 もまたつ よく拡張充血 し,一 部には

濾 出性 出血 もみ とめ られる.肺 胞腔 内には浮腫液の

潴溜がみられ,肺 水腫が著明である.

c)脾 臓 では濾胞の萎縮 が著明であ り,赤 髄 にお

ける鬱血 も著明,死 後変化 として溶血がつ よ く,竇

内の赤血球の細胞膜がみ とめに くい、髄索 は鬱血の

ため萎縮状 で,細 胞成分がす くな く,境 界が不明瞭

で,い わゆ る鬱血脾 と溶血がみ られ る.

d)肝 臓実質では洞は著明に拡張 し, Disse腔 は

開大 して蛋白体をいれ ている.肝 細胞索は中等度に

萎縮 し,実 質細胞は原形質がやや溷濁 してあらわれ,

一部 に脂肪球 をみ るものが あり,少 数の核 に実質融

解像をみる. Glison鞘 の結締織の発育は貧,き わめ

て少数の円形細胞滲潤をみ る.肝 ではつ まり浮種 と

肝細胞の萎縮 と軽度の変性がみ られる.

ズダンIII染色ではKupffer星 細胞では脂肪変性が

み られ る像か,一 般に小葉 を中心 として脂肪変性が

著明であ る.

e)膵 では死後変化が強度で,所 見を あきらかに

で きないが,間 質は浮腫状 である.

f)腎 では絲毬体は一般 に浮腫状に腫脹 し,係 蹄

上皮は赤血球をみたして拡張 し,尿 細管上皮はつ よ

い死後変化のため新鮮な変 化がわか りに くいが,核

の 少数の ものが残存 し,原 形質が溷濁 してお り,お

そ らく溷濁腫脹があつたものとかんが えられる.間

質結蹄織は一般に浮腫状 で,髄 質に充血がつ よい.

要す るに絲毬体の浮腫性腫脹 と細尿管の実質変性 が

み とめ られ る.

g)大 脳ではVirchow-Robin腔 が拡張するだけ

でな く, Nissl灰 白にいた るところに空胞様の間隙

を生 じ,神 経細胞は一般 に著明な変化はみ られない

が,一 部には虎斑の周辺移動や融解がみ られ,軟 脳

膜 は充血性で,要 す るに著明な脳浮腫の所見がみ ら

れ る.

h)小 脳 では蜘蛛 膜下腔の血管は充血性であるが,

実質 には著変をみ とめない.

III.化学 的検査

胃内容物は弱酸性で,こ の ものについて(約 半量

を使用)水 蒸気蒸溜をおこなったが,溜 液はえられ

ず,し たがつてヘノポジ油のごとき揮発性の成分の

蒸溜はみ られなかつた.

総 括 な ら び に 考 按

以上の諸所見か ら本屍 の死因は肺水腫 とかんがえ

られ るが,本 屍の心臓には心臓衰弱をきたすような

病変がな く,心 外膜下,肺 漿膜下にある溢血点,心

臓血の流動性,胃 粘膜 に出血のあること,肺,肝 お

よび大脳な どにおける浮腫,腎 における実質変性,

肝 におけ る脂肪変性等の所見は,心 臓衰弱が中毒に

よるものであること,そ してその中毒毒物は,刺 戟

性(腐 蝕性)を 有 し,同 時 に実質臓器に障碍をあた

えるもので あることを推せ しめる.こ のような毒物

の中にヘノポジ油(ネ マ トール)も 入つているが,

本屍 では残念なが ら検出ができなかつた(服 用後,

死亡 までたびたび嘔吐 し,ま た下痢な どしているた

め?)の であるが,被 害者 が中毒症状の出現にさき

だち,ネ マ トール15錠(通 常1回 量は3錠 が限度で

ある)を 服用 しているので,本 屍 の中毒はネマ トー

ルによるものであろう.

また さいわいに生 命を とりとめた友人が,後 遺症

として難聴がみ られるが,ネ マ トール中毒後遺症と

して耳鳴,難 聴等聴器障碍を胎すことは赤松5),和

田6)ら に よつ て もあ き らか に せ られ て い る.

Schrader3)は 中毒死体 の剖検所見 として,全 小腸

管 におけ る孤立性淋巴腺お よびPeyerの 集 合腺 の

腫脹をともなつ た重症炎症,腸 間膜淋巴腺,大 脳お

よび脳膜のつ よい充血,胸 腺淋巴体質がみ られたと

いい, 50錠 服用 した本屍 の死体部 分か ら少量のヘノ

ポジ油が証明できたと報 じ, Esser7)は 死 体か らの

ヘノポジ油の証明は不可能であるとのべ, Mueller1)

はヘノポジ油中毒死体所見 として非特異性の出血性

胃腸炎,偽 膜形成,つ よい鬱血,肝 および腎の混溷
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腫脹,脳 浮腫および肝のKupffer星 細胞の脂肪化,

腎のネフローゼ症状な どをあげてい るが,著 者 らの

経験した剖検例の所見 ときわめて類 似 しているのが

みられる.

結 語

著者らは十二指腸虫の駆除に使用 されたネマ トー

ルが過誤に よつ て多量に投与 せ られ,た めに一女子

は死亡 し,他 の一女子はあや う く一命 をとりとめた

ヘノポジ油中毒例に遭遇 し
,死 体を剖検す る機会を

えたので報告 した.

稿をおわるにあた り,御 校閲いただいた恩師三上

教授に深謝いた します
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Nematol were administrated two young women of twenty-two for the treatment of their 
anchylostomiasis. It is a particular case, that a pharmacist misgave to the patients fifteen 
tablets as dosage at the same times. One women of them died of general weakness on the 

about twelve hours after the internal use.

On the post-mortem examination, the most prominent findings are findings of oedema in 
the lungs and brain, fatty degeneration and cloudy swelling of the liver and the kidney, 

and bleeding of the submucous tissue of the stomach and the intestines.


